
 

 

 

 

１ 目    的 

 

「第二期成年後見制度利用促進基本計画」（以下、「第二期計画」という。）では、地域共生社会

の実現という目的に向け、本人を中心にした支援・活動における共通基盤となる考え方として権

利擁護支援が位置づけられるとともに、成年後見制度以外も含めた総合的な権利擁護支援策を充

実することが掲げられています。 

 権利擁護支援の体制づくりの過程では、意思決定支援や権利侵害回復支援の必要性を福祉関係

者や地域住民が理解し、地域のなかで理解者、応援者を増やしていくことも重要です。 

 また、日常生活自立支援事業や法人後見等の権利擁護支援に関する事業への参加・協力を促し、

多様な組織・関係者とともに、連携・協働していく必要があります。 

 本セミナーは、ともに生きる豊かな地域社会の実現に向けて、権利擁護支援を通じた地域づく

りを考えます。 

 

２ 主  催  社会福祉法人北海道社会福祉協議会 

 

３ 後  援  北海道 北海道市長会 北海道町村会 

 

４ 開催形式  オンライン（WEB 会議システム Zoom ミーティングによるライブ配信） 

 

５ と  き  令和６年３月４日（月）１２：２０～１６：２５ 

 

６ 対  象   市町村職員（成年後見制度事業担当者）、市町村社会福祉協議会役職員 

        福祉・介護サービス従事者等 

 

７ 定  員  １５０名（※先着順） 

 

８ 参 加 費   無料 

 

９ 申込方法  下記 URL の申込みフォームよりお申込みください。 

        https://forms.gle/g3uL3Q1fnoyrRXGR8 

        ※同一機関から複数名の方が申し込む場合は、お一人ずつお申込みください。 

       ※申込みフォームを利用できない場合、申込用紙の送付を希望する旨、メール 

        で事務局にご連絡ください。申込用紙（word）を添付し、返信いたします。 

 

令和５年度地域における権利擁護システム構築セミナー 

開催要綱 



10 申込期日  令和６年２月１６日（金）１７時 

 

11 プログラム 

時間 内容 

12：20～12：50 （30 分） 受付（Zoom ミーティングに入室） 

12:50～13:00 （10 分） 開会・オリエンテーション 

13:00～14:00 （60 分） 講演１「地域共生社会の実現に向けた権利擁護支援」 

すべての地域住民が、権利を侵害されることなく、個人の尊厳と意思

が尊重され、その人らしい生活を送ることができるよう支援を行う権利

擁護支援は、地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制の基盤となる

ものです。 

今後の社会福祉の方向性や権利擁護支援について学び、支援者に求め

られる姿勢・役割について考えます。 

 

 講師 永田 祐 氏（同志社大学社会福祉学部社会福祉学科教授） 

14:00～14:10 （10 分） 休憩 

14:10～15:10 （60 分） 講演２「虐待防止・権利擁護支援を考える」 

 権利擁護支援を必要としている人の世帯の中には、様々な課題が生じ

ていることがあります。権利擁護支援の課題を捉えた上で、状況に応じ

て、家族の構成員同士の想いも尊重しながら、それぞれを同時に支援し

ていく必要があります。 

支援困難な虐待や権利侵害への適切な支援を考えます。 

 

  講師 田村 満子 氏（有限会社たむらソーシャルネット代表／ 

大阪府高齢者・障がい者虐待対応チームアドバイザー） 

15:10～15:25 （15 分） 休憩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



時間 内容 

15:25～16:25 （60 分） 実践報告「権利擁護支援の体制づくり」 

 第二期計画では、地域共生社会の実現という目的に向け、地域連携ネッ

トワークにおける権利擁護支援策の一層の充実などの成年後見制度利用

促進の取り組みを各地域で、さらに進めていくこととなっています。 

各町の権利擁護支援の実践的な取組みから、総合的な権利擁護支援の体

制づくりを学びます。 

 

報告者 清野 光彦 氏（新得町 NPO 法人ちいさな手） 

報告者 中寺 優介 氏（羽幌町健康支援課 地域包括支援センター 

係 社会福祉士） 

助言者 永田 祐 氏（同志社大学社会福祉学部社会福祉学科教授） 

16:25～  閉会 

 

1２ 研修の受講にあたって 

・申込みフォームに入力いただいたメールアドレスあてに、資料のダウンロード、Zoom ミーテ

ィングの入室にかかる URL、ID・パスコード等を 令和６年３月１日（金）までにお知らせし

ます。 

・参加者以外の方の視聴、Zoom ミーティングの URL 等の第三者への提供等は、厳にお控えくだ

さい。 

・個人情報の取扱いにつきましては、本セミナーのみの使用とさせていただきます。 

 

1３ 研修等参加にかかる必要な機器、環境 

（１）機器 

・パソコン、タブレット等の通信機器、WEB カメラ、マイク、スピーカーをご用意ください。 

・スマートフォンは、画面が小さく資料等を確認しにくいため、推奨しません。 

・使用するパソコン等に WEB カメラ、マイク、スピーカーが内蔵されていない場合、別途、用意

する必要があります。 

・ノートパソコン等、WEB カメラ、マイク、スピーカーが内蔵されている場合、パソコン等のみ

の使用でも差支えありません。ただし、パソコン内蔵のスピーカーは出力される音量が十分で

はない場合があります。事前に確認の上、必要に応じて、外付けのスピーカーやヘッドセット

等をご用意ください。 

（２）通信環境 

・パソコン等は、インターネットに接続してください。 

・視聴には、大量のデータ通信を行います。有線 LAN 等、安定かつ高速な通信環境を推奨します。 



・発生したデータ通信費用について、本会は一切の責任を負いかねます。予めご了承ください。 

 

1４ WEB 会議システム Zoom の利用について 

・Zoom ミーティングへの参加が初めての方は、下記サイトにアクセスし、事前に接続テストの

実施、動作確認を行うことを推奨します。 

 Zoom テストミーティング https://zoom.us/test 

・Zoom の操作方法に関する問い合わせについては、ヘルプセンター等をご確認ください。 

 Zoom ヘルプセンター https//support.zoo.us/hc/ja 

 

1５ 禁止事項・免責事項 

（１）禁止事項 

・本セミナーの録画、録音、撮影及び資料の二次利用、SNS 等への投稿は固くお断りします。 

・本セミナー内容の盗用が発覚次第、著作権・肖像権侵害等として対処させていただきます。 

（２）免責事項 

・インターネット回線の状況や受講者のパソコン環境等により、映像や音声が途切れる、または

停止する等、正常に視聴できない場合があります。受講者の視聴機器、通信環境、ソフトウェ

ア、その他利用に関わる一切について、本会は責任を負いません。 

 

1６ 問合せ先 

 北海道社会福祉協議会 権利擁護推進部権利擁護課（担当：髙橋） 

  〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目１番地 かでる２．７ ２階 

   TEL 011-241-3978（直通） FAX 011-251-6156 

   E-mail backup_center@dosyakyo.or.jp 

 

 

 

  

本セミナーは、介護従事者確保総合推進事業（キャリアパス支援研修事業）補助金により実施

します。 

mailto:backup_center@dosyakyo.or.jp

